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意見発表

谷口議員

　公明党神奈川県議団として、意見発表を行います。

　まず、燃料電池自動車ＦＣＶについて申し上げます。

　ＦＣＶの車両価格は、かなり下がってまいりましたが、まだまだ高額でありま

す。本県では、電気自動車の導入を促進するために、国の補助に上乗せする形で、

補助を行ってまいりましたが、燃料電池自動車についても同様の補助を行うよう

要望いたします。

　次に、薄膜太陽電池について申し上げます。

　質問でも、ネット・ゼロ・エネルギー・ビルについて触れさせていただきまし

たが、このネット・ゼロ・エネルギー・ビル（ＺＥＢ）を標準化していく動きが

あり、そのためには、薄膜太陽電池の導入が極めて有効と考えます。将来を見据

えて、そうした観点での導入促進策についても、今後検討していただくよう要望

いたします。

　また、生活支援ロボットのモニター制度導入、フリーＷｉ-Ｆｉの普及について
も、最大限の努力をしていただくよう求めます。

　次に、芦ノ湖キャンプ村の民間移譲については、県民の利便性や地震、そして

また、富士山、箱根山噴火の災害対策も考慮した上で慎重に判断するよう要望い

たします。

　最後に、小規模企業等設備資金貸付金に関する一般会計からの繰出金について

は、機動的な取組として評価をいたします。また、債権の放棄については理解い

たしますが、今後債権回収の取組を更に強化するよう要望いたします。

　以上、意見を申し上げましたが、当常任委員会に付託された諸議案に賛成をい

たします。


